
スポーツ推進審議会兼総合体育館運営委員会会議録（顛末） 

 

●日時 令和元年 6月３日（月） 17：30～18：30 

●場所 八雲町総合体育館 会議室 

●出席 阿部委員、豆澤委員、知野委員、井口委員、小林委員 

    事務局：三坂課長、久保係長、相木主事、川道主事 

 

●会議内容 

（１）平成 30年度八雲町社会体育事業実施報告について 

   ○事務局説明 

八雲地区 59事業 375日 4,624名の参加 

熊石地区 64事業 384日 5,408名の参加 

※詳細資料１参照 

      

（２）平成 30年度八雲町社会体育施設利用状況について 

   ○事務局説明 

    H30年度のスキー場の売り上げ減少（前年度比 △180万円） 

→ピリカスキー場がオープンした事や東京理科大の学生の利用が無かった事や積

雪不足によるオープンの遅れが原因 

・プールについては少子高齢化の影響で子どもの利用数は減っているが、高齢者

の利用は好調 

高齢者スポーツ施設助成事業について（Ｐ５） 

   ○事務局説明 

    H30年度すべての施設で 207枚 2,235,600円の売り上げ 

体育課分（プールとスキー場）合計 24枚 259,200円の売り上げ 

トレーニング機器の入れ替えについて 

来年度トレーニング機器更新予定。高校生を中心に利用が活発な状況。 

各施設にあるトレーニング機器を体育館へ一元化の意見も出ている。 

今後有料化を踏まえ検討していく 

 

委員より 

一元化は良い事だと思うが、床面積の関係から改修が必要となる。 

   既存の施設のままでは難しい。 

 

事務局より 

   研修室の一部を改修し、トレーニング室を広くする事を検討中。 



４．協議事項 

（１）令和元年度八雲町社会体育事業計画について 

   ○事務局説明 

    ・第 14回町民ハイキング登山から町民ハイキングへ変更。 

     黒松内ブナの森フットパスコースを歩く予定。 

・町民スポーツフェスティバルも内容を変更し、実施する予定。 

・八雲町発祥であるスポンジテニスの大会を盛り上げる為、 

今年度は出前教室を計画 

・プール教室を受講されていた方を対象に町民水泳記録会も企画 

 

（２）その他 

   ○アリーナ床改修について  

事務局説明 

    ・8月２０日から 9月上旬の予定で、床研磨、ワックス塗布、ライン引きを行

う。先日定期利用のある団体と打ち合わせ実施済み。 

・通年利用のある、バスケットやバレーは実線で残し、定期利用のないテニスは

ラインテープで対応を行い、シーズン終了後に撤去する取り扱い。 

・またラインの色も競技ごとに割り当てる。アリーナ休止期間は代替の施設がな

いので、アリーナの利用は中止。併せて広報での周知を行う。 

委員 

工事期間中ランニングデッキの使用については可能か 

事務局 

    粉塵等の問題がなければ、開放を行う。 

 

〇体育協会 70周年事業について 

・令和２年度に記念行事、記念誌の発行を予定。 

・現在体育協会の役員の中で話合いを進める予定。 

・日本体育協会も日本スポーツ協会へ名称変更したことから、70周年式典に合わ

せて八雲体育協会も名称変更 

 

〇消費税増税に伴う使用料の見直しについて 

・条例改正の関係来年度 4月から改正を行う予定。 

・適正な使用料見直しの為、現在作業中。 

・委員方々も他の施設での情報等ありましたら体育課までご報告願います。 

 

５．閉  会 １９：１５ 


